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平
成
27
年
度
当
初
予
算
は
、

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
シ

ス
テ
ム
開
発
委
託
料
や
県
知

事
、
県
議
会
議
員
、
町
議
会

議
員
及
び
農
業
委
員
会
委
員

の
選
挙
に
伴
う
予
算
が
計
上

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
し
尿
処
理
場
の
経

年
劣
化
に
伴
う
修
繕
料
、
農

業
・
農
村
が
有
す
る
多
面
的

機
能
の
維
持
・
発
揮
を
図
る

た
め
の
多
面
的
機
能
支
払
交

付
金
事
業
や
剣
南
、
古
月
、

西
川
及
び
新
延
の
４
小
学
校

の
屋
内
運
動
場
の
耐
震
補
強

等
の
工
事
費
な
ど
が
計
上
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
結
果
、
一
般
会
計
の

当
初
予
算
総
額
は
68
億
９
７

３
０
万
円
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▶耐震補強工事が予定される 4 小学校体育館
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体
育
館
耐
震
補
強
工
事
費
を
計
上

　３月定例会は、３月４日から１９日までの 16 日間の会期で開催され、町長
から提案された５２議案を審議しました。

▼
賛
成
10
・
反
対
１
で
可
決

【会計別当初予算】

■
前
年
度
比
３
億
４
９
４
４
万
円
減
少

平
成
27
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

３月
定例会

会　　計　　名 平成２７年度 平成２６年度 対前年比 議決結果
一　般　会　計 ６８億９，７３０万円 ７2 億４，６７４万円 ９５．２ 賛成 10・反対 1 で可決

特
別
会
計

国民健康保険事業 ２５億３，０１５万円 ２2 億  　９５０万円 １１４．５ 賛成 10・反対 1 で可決

後期高齢者医療 ２億５，２０８万円 ２億４，４９０万円 １０２．９ 全員賛成で可決
住宅新築資金等 １１６万円 ８5 万円 １３６．５ 賛成 10・反対 1 で可決

流域関連公共下水道事業 ８億１，２４６万円 ７億９，５４２万円 １０２．１ 全員賛成で可決
かんがい施設維持管理運営費 ７，２４５万円 ５，５４６万円 １３０．６ 全員賛成で可決
谷山池パイプライン水利施設維持管理運営費 １，０９６万円 ９２６万円 １１８．４ 全員賛成で可決
泉水団地改良住宅移設事業 １，１４８万円 5 億９，７６６万円 １．９ 全員賛成で可決

地方独立行政法人くらて病院貸付金 ３億２，４９２万円 3 億２，３７４万円 １００．４ 全員賛成で可決

水道事業会計
収 益 的 収 入 ３億６，１８１万円 ３億４，７９２万円 １００．４

全員賛成で可決
収 益 的 支 出 ３億７，３９８万円 ３億７，２０１万円 １００．５

(通院 は小学６年生・入院は中学３年生まで無料 )

（
古
月
小
学
校
）

（
剣
南
小
学
校
）

（
新
延
小
学
校
）

（
西
川
小
学
校
）

剣
南
・
古
月
・
西
川
・
新
延
小
学
校
の
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一般会計当初予算概要
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（入ってくるお金）

●本年度予算
平成 27年度
68 億 9,730 万円　

自主財源 26 億 1,379 万円 (37.9%) 依存財源 42 億 8,351 万円 (62.1%)

歳入

（使うお金）歳出

・分担金及び負担金 1 億 1,556 万円
・繰入金　　　　　 4 億 6,499 万円
・繰越金など                3,500 万円

(2.5％ )1 億 7,273 万円・使用料及び手数料
(1.9％ )1 億 2,992 万円・諸収入

(6.7％ )
・県支出金4億 6,339 万円

3億 6,042 万円(5.2％ )・その他
・地方消費税 2 億 5,300 万円
・地方譲与税など 5,900 万円

※数字は四捨五入している
ため、必ずしも合計と一致
するとは限りません。

・町税
16億 8,966 万円
(24.5％ )

・その他
6億2,148万円
(9.0％ )

・地方交付税
21億 3,000 万円
(30.9％ )

・町の借入金
6億5,190万円
(9.5％ )

・国庫支出金
6億7,780万円
(9.8％ )

●（関連記事６ページ）乳幼児医療費の支給に関する条例の改正

乳幼児医療費支給対象年齢を拡大 (通院 は小学６年生・入院は中学３年生まで無料 )
●（関連記事 13 ページ）一般質問

・町税
16億 2,470 万円
(22.4％ )

・地方交付税
21億 3,000 万円
(29.4％ )

・町の借入金
11億1,360万円
(15.4％ )

●前年度予算
平成 26年度
72 億 4,674 万円　

自主財源 25 億 4,979 万円 (35.2%) 依存財源 46 億 9,695 万円 (64.8%)

(8.6％ )

・その他
6億2,169万円

・諸収入 (1.9％ )1 億 3,914 万円
・使用料及び手数料 (2.3％ )1 億 6,426 万円

・県支出金 (5.9％ )4 億 2,547 万円

2億 8,136 万円 (3.9％ )・その他

(10.3％ )
7億 4,652 万円
・国庫支出金

・地方消費税 1 億 7,500 万円
・地方譲与税など 5,900 万円

・分担金及び負担金 1 億　116 万円
・繰入金　　　　　 4 億 8,257 万円
・繰越金など                3,796 万円

●本年度予算
平成 27年度
68 億 9,730 万円　

・総務費
8億 8,073 万円
(12.8％ )

・民生費
24億 7,923 万円

(35.9％ )

・衛生費
7億 7,482 万円
（11.2％）

・土木費
6億6,620 万円
（9.7％）

・教育費
6億9,735 万円
（10.1％）

・公債費
6億4,418 万円
（9.3％）

・その他1億1,014万円(1.6％ )
・労働費 1,000 万円
・商工費 9,012 万円
・災害復旧費 1 万円

・諸出金　　1 万円
・予備費 1,000 万円

・議会費 (1.5％ )1 億 549 万円 １億 9,012 万円 (2.8％ )・農林水産業費
・消防費 (5.1％ )３億 4,904 万円

●自
じしゅざいげん

主財源
町が自主的に
集めることが
できるお金。

●依
いぞんざいげん

存財源

国 や 県 か ら
交 付 さ れ る
お金や借金。

●前年度予算
平成 26年度
72 億 4,674 万円　

・総務費
7億4,450万円

(10.3％ )

・民生費
24億 3,224 万円
(33.6％ )

・衛生費
7億 5,142 万円
(10.4％ )

・土木費
8億 2,347 万円
(11.4％ )

・教育費
10億 1,133 万円
（14.0％）

・公債費
6億6,734 万円
（9.2％）

・消防費 (6.9％ )5 億 125 万円
・農林水産業費 (1.9％ )１億 4,055 万円

・議会費 (1.4％ )9,802 万円 ・その他7,662万円 (1.1％ )

・商工費 5,660 万円
・災害復旧費 1 万円

・労働費 1,000 万円・諸出金　　1 万円
・予備費 1,000 万円
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安
倍
政
権
の
暴
走
ぶ
り
は
、

新
年
度
政
府
予
算
で
も
社
会
保

障
を
切
り
捨
て
、大
企
業
減
税
、

大
軍
拡
の
三
悪
予
算
と
い
う
と

こ
ろ
に
そ
の
特
徴
が
現
れ
て
い

ま
す
。
中
で
も
、
社
会
保
障
費

の
削
減
が
、介
護
報
酬
の
削
減
、

生
活
保
護
費
の
削
減
、
病
床

削
減
の
推
進
な
ど
、
ス
ト
レ
ー

ト
に
自
治
体
の
福
祉
政
策
に
大

き
く
影
響
し
て
き
ま
す
。
自
治

体
が
悪
政
の
下
請
け
機
関
に
な

る
の
か
、
住
民
を
守
る
防
波
堤

に
な
る
の
か
が
問
わ
れ
て
き
ま

す
。

　

経
済
情
勢
の
特
徴
の
一
つ

は
、
昨
年
４
月
の
消
費
税
率
引

き
上
げ
と
円
安
に
よ
る
物
価
上

昇
に
よ
っ
て
、
購
買
力
が
３
・

１
％
低
下
す
る
な
ど
、
深
刻
な

景
気
の
悪
化
が
生
じ
て
い
ま

す
。

　
二
つ
目
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

が
、
大
企
業
や
一
部
の
富
裕
層

に
は
大
き
な
恩
恵
を
も
た
ら
し

た
も
の
の
、
国
民
に
は
恩
恵
ど

こ
ろ
か
、
苦
し
み
を
強
い
る
も

の
で
あ
り
、
格
差
を
ま
す
ま
す

広
げ
る
だ
け
に
な
っ
て
い
る
こ

と
で
す
。

　

平
成
27
年
度
鞍
手
町
一
般

会
計
予
算
は
、
基
本
的
に
は

政
府
予
算
に
追
随
す
る
予
算

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ

た
中
、
子
ど
も
の
医
療
費
無
料

化
の
拡
大
や
国
保
会
計
へ
の
法

定
外
繰
り
入
れ
、
補
正
で
の
新

年
度
予
算
の
前
倒
し
に
よ
る
地

域
振
興
券
の
拡
充
な
ど
、
歓
迎

さ
れ
る
予
算
も
含
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
高
す
ぎ

る
国
保
税
や
ゴ
ミ
袋
料
金
の　
　
　

引
き
下
げ
、
保
育
料
の
負
担
軽

減
な
ど
は
考
え
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。
同
和
関
係
予
算
は
全
く
変

わ
っ
て
お
ら
ず
、
税
の
公
平
性

も
保
た
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
う
い
っ
た
問
題
点
の
解

決
策
を
示
し
、
国
保
税
や
ゴ

ミ
袋
料
金
の
値
下
げ
、
さ
ら

な
る
子
育
て
支
援
な
ど
、
町

民
の
暮
ら
し
と
営
業
を
応

援
す
る
予
算
に
組
み
換
え

て
い
く
こ
と
を
求
め
ま
す
。

　
　
　
宇
田
川　
亮

反
対
討
論

主
な
質
疑

売
り
込
ん
だ
こ
と
が
一
番
の

実
績
で
す
。

　

平
成
26
年
８
月
に
特
産
品

ぶ
ど
う
の
フ
ェ
ア
、
現
地
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
楽
天
と
い
う
の

が
25
年
12
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た
の
で
、
試
験
的
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

で
売
り
出
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
観
光
と
い
う
視
点

で
、
町
内
に
観
光
農
園
の
よ

う
な
も
の
が
で
き
れ
ば
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
の
旅
行
者

用
と
し
て
の
観
光
メ
ニ
ュ
ー

を
現
地
事
務
所
と
検
討
し
て

い
る
段
階
で
す
。

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で

の
ぶ
ど
う
の
販
売
実

績
は
い
く
ら
か
。　

現
地
で

の
販
売
価

格
は
30
万
円
ほ
ど
で
す
。

　

非
常
に
厳
し
い
予

算
編
成
の
中
、
こ
う

し
た
事
業
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

　

特
別
会
計　

国
民

健
康
保
険
事
業
会
計

へ
の
繰
出
金
の
内
訳
は
。

　

事
務
費

負
担
金
と

し
て
２
３
７
６
万
６
千
円
、

法
定
外
繰
入
と
し
て
１
０
３

５
万
８
千
円
、
出
産
育
児
金

と
し
て
７
２
８
万
円
、
財
政

安
定
化
支
援
事
業
と
し
て
２

８
６
０
万
４
千
円
で
、
昨
年

よ
り
６
０
７
万
８
千
円
増
加

し
て
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事

業
会
計
は
、
こ
こ
数
年

赤
字
が
続
い
て
い
る
が
、
法

定
外
繰
入
を
ぜ
ひ
増
額
し
て

国
保
税
の
軽
減
に
努
め
て
い

た
だ
き
た
い
が
。

　

で
き
れ
ば
そ

う
し
た
い
の
で

す
が
、
こ
れ
は
町
の
持
ち
出

し
に
な
り
ま
す
の
で
、
今
後

で
き
る
限
り
節
約
し
て
そ
れ

保
険
健
康
課
長

問問町 

長

に
充
て
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

　

日
本
自
治
体
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
事
務
所
運

営
協
議
会
負
担
金
と
し
て
１

４
４
万
円
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
開
設
し
て
２
年
経
過
す

る
が
そ
の
実
績
は
。　

平
成
25

年
10
月
に

開
設
し
て
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地

区
に
特
産
品
の
ぶ
ど
う
等
を

　

鞍
手
町
が
武

雄
市
を
中
心
に

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
事
務
所
を

持
っ
て
輸
出
を
や
っ
た
と
い

う
こ
と
の
新
聞
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

特
集
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
報
道

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
内
で
鞍
手
ぶ
ど
う
と
し

て
の
名
前
の
ブ
ラ
ン
ド
の
価

値
が
少
し
生
ま
れ
て
来
た
の

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と

と
、
当
然
費
用
対
効
果
を
今

後
は
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
な

と
考
え
て
い
ま
す
。

問地
域
振
興
課
長

地
域
振
興
課
長

▶シンガポールでの巨峰販売

※
「
法
定
繰
入
」・「
法
定

外
繰
入
」
と
は

　　
「
法
定
繰
入
」
は
、
一
般

会
計
か
ら
国
保
会
計
に
財

政
安
定
、
出
産
一
時
金
等

に
充
て
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　
「
法
定
外
繰
入
」
は
、
自

治
体
独
自
の
繰
り
入
れ
が

あ
り
、
主
に
保
険
税
の
負

担
を
和
ら
げ
、
決
算
の
赤

字
を
埋
め
、
国
の
基
準
を

超
え
る
検
診
な
ど
に
充
て

ら
れ
る
も
の
で
す
。

町 

長

問問
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本
補
正
予
算
は
、
国
の
地

域
活
性
化
・
地
域
住
民
生
活

等
緊
急
支
援
交
付
金
を
活
用

し
、
地
域
消
費
喚
起
・
生
活

支
援
や
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
の
創
生
に
向
け
た
総
合

戦
略
を
先
行
的
に
実
施
す
る

た
め
の
関
係
予
算
な
ど
が
計

上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

商
工
会
を
通
じ
た
商
品
券

の
発
行
や
子
育
て
支
援
の
一

環
と
し
て
、
乳
幼
児
医
療
費

支
給
制
度
の
対
象
年
齢
を
引

上
げ
、
通
院
は
就
学
前
か
ら

小
学
６
年
生
ま
で
、
入
院
は

就
学
前
か
ら
中
学
３
年
生
ま

で
の
拡
大
に
取
り
組
む
費
用

や
、
空
き
家
バ
ン
ク
事
業
、

移
住
定
住
促
進
事
業
、
ま
ち

お
こ
し
事
業
な
ど
の
関
連
予

算
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
が

平
成
27
年
度
へ
繰
り
越
す
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
結
果
、
１
億
１
６
９

８
万
１
千
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
は
79
億
６
３
５
１
万

７
千
円
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
全
員
賛
成
で
可
決

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
関
連
予
算
を
計
上

22

○すべての都道府県及び市町村は、平成27年度中に「地方人口ビジョン」「地方版総合戦略」の策定に努める。

○地域経済分析システム（ビッグデータ）等を活用し、地域特性を把握した効果的な政策立案。

○明確な目標とKPI※1（重要業績評価指標）を設定し、PDCAサイクル※2による効果検証・改善。

○地方公共団体を含め、産官学金労言※3、女性、若者、高齢者などあらゆる人の協力・参画を促す。

○地方議会も策定や検証に積極的に関与。

○各々の地域での自律的な取組と地域間連携の推進。

○「地域経済分析システム」
●　各地域が、産業・人口・社会インフラなどに関し
必 要なデータ分析を行い、各地 域に即した
地 域 課 題 を 抽 出し対 処で きるよう、国 は
「地域経済分析システム」を整備。

○「地方創生人材支援制度」
●　小規模市町村に国家公務員等を首長の

補佐役として派遣。

○「地方創生コンシェルジュ制度」
●　市町村等の要望に応じ、当該地域に愛着・

関 心 を 持 つ 、意 欲 あ る 府 省 庁 の 職 員 を
相談窓口として選任。

○「地方版総合戦略」の策定・
　 実施の財政的支援

緊急的取組

経済対策（まち・ひと・しごと創生関連）

27年度

総合戦略に基づく取組

28年度以降

総合戦略に基づく取組

○地域住民生活等緊急支援のための交付金

【地方創生先行型の創設】

○企業の地方拠点強化に関する取組を促進するための税制措置
○地方創生の取組に要する経費について地方財政計画に計上し、
　地方交付税を含む地方の一般財源確保　等

【税制・地方財政措置】

【新型交付金の本格実施へ】
  ○客観的な指標の設定・PDCA
  　による効果検証

※1 Key Performance Indicatorの略。政策ごとの達成すべき成果目標として、日本再興戦略（2013年６月）でも設定されている。
※2 PLAN（計画）、DO（実施）、CHECK（評価）、ACTION（改善）の４つの視点をプロセスの中に取り込むことで、プロセスを不断のサイクルとし、継続的な改善を推進するマネジメント手法。
※3 （産）産業界、（官）地方公共団体や国の関係機関、（学）大学等の高等教育機関、（金）金融機関、（労）労働団体、（言）メディア。

【地域消費喚起・生活支援型】

（3）地方への多様な支援と「切れ目」のない施策の展開

（4）「地方人口ビジョン」・「地方版総合戦略」策定のポイント

情報支援

○「地域経済分析システム」
●　各地域が、産業・人口・社会インフラなどに関し

必要なデータ分析を行い、各地域に即した
地 域 課 題 を抽 出し対 処で きるよう、国 は

「地域経済分析システム」を整備。

人的支援

○「地方創生人材支援制度」
●　小規模市町村に国家公務員等を首長の

補佐役として派遣。

○「地方創生コンシェルジュ制度」
●　市町村等の要望に応じ、当該地域に愛着・

関 心 を 持 つ 、意 欲 あ る 府 省 庁 の 職 員 を
相談窓口として選任。

長期ビジョン

総合戦略
国

地方人口ビジョン

地方版総合戦略
地方

：2060年に1億人程度の人口を確保する中長期展望

：2015～2019年度（5か年）の政策目標・施策

：各地方公共団体の人口動向・将来人口推計の分析や中長期の将来展望

：各地方公共団体の2015～2019年度（5か年）の政策目標・施策

●　地方が自立につながるよう自らが考え、責任を持って戦略を推進。 ●　国は「情報支援」「財政支援」「人的支援」を切れ目なく展開。
〈地方公共団体の戦略策定と国の支援〉

財政支援

○地方の積極的な取組を支援する自由度の高い交付金を、26年度補正予算で先行的に創設
○「地方版総合戦略」の早期かつ有効な策定・実施には手厚く支援

まち・ひと・しごと創生総合戦略とは

　 政府は、人口減少と地域経済縮小対策として、①「東京一極集中」を是正　②若い世代の就労・結婚・
子育ての希望を実現　③地域の特性に即して地域課題を解決する。
　国は、地方が自立できるように戦略を情報・財政の面から支援する。

平成 26年度
一般会計補正予算

● 1 億 1,698 万円を追加
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す
地
方
で
の
拠
点
づ
く
り
を

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　

福
岡
県

の
北
東
部

の
拠
点
と
い
う
形
で
、
北
九

州
市
を
中
心
地
と
し
て
17
市

町
で
や
っ
て
い
る
部
分
も
あ

り
ま
す
。

　

近
隣
で
は
、
直
鞍
地
域
の

一
部
事
務
組
合
と
い
う
形
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
、
こ
の
広
域
で
取
り

組
ん
で
行
く
事
業
と
い
う
の

は
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

そ
れ
は
積
極
的
に
広
域
で
取

り
組
め
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
し
、
計
画

に
も
そ
の
よ
う
な
形
で
盛
り

込
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
委
員
会
の
構
成
は
。

　

委
員
の

構
成
は
20

名
以
内
と
考
え
て
い
ま
す
。　

そ
の
内
５
名
は
行
政
職
員

支
給
制
度
の

乳
幼
児
医
療
費

を
委
員
と
し
て
選
任
す
る
予

定
で
す
。

　
後
の
15
名
は
、
住
民
代
表
、

公
募
委
員
、
議
会
か
ら
選
出

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、

こ
れ
に
は
産
、
学
、
官
、
勤
、

労
と
い
う
い
ろ
い
ろ
の
分
野

が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
分

野
か
ら
、
産
業
界
で
は
商
工

会
だ
と
か
、
Ｊ
Ａ
そ
れ
か
ら
、

鞍
手
町
工
業
団
地
組
合
等
か

ら
の
委
員
や
、
金
融
機
関
は
、

地
域
の
金
融
機
関
等
か
ら
委

員
と
し
て
選
出
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

　

そ
れ
か
ら
労
働
関
係
に
つ

き
ま
し
て
は
、
町
内
の
企
業

等
の
労
働
組
合
等
か
ら
も
委

員
さ
ん
を
選
出
し
て
い
た
だ

け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

まち・ひと・しごと創生
総合戦略推進委員会を創設

１
日
か
ら
実
施
し
た
い
と
い

う
意
向
が
あ
り
ま
し
た
が
、

ど
う
し
て
も
シ
ス
テ
ム
改
修

が
間
に
合
い
ま
せ
ん
。

　

町
と
国
保
連
合
会
の
シ
ス

テ
ム
改
修
、
医
療
機
関
等
に

も
周
知
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
10
月
１
日
か
ら
実
施
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

通
院
が
小
学
校
６

年
生
ま
で
、
入
院
が

中
学
校
３
年
生
ま
で
無
料
化

に
な
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、

こ
れ
自
体
は
歓
迎
さ
れ
る
こ

と
だ
が
、
施
行
日
が
10
月
１

日
か
ら
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
４
月
１
日
か
ら
で
き

な
い
理
由
は
。

　
町
長
か

ら
も
４
月

保
険
健
康
課
長

　

国
の
指
導
で
、
全

自
治
体
が
地
方
版
の

総
合
戦
略
を
計
画
す
る
と

思
う
が
、
新
た
に
設
置
す
る

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
推
進
委
員
会
」

と
総
合
計
画
と
の
整
合
性

は
。

　

平
成
28

年
度
か
ら

新
た
な
第
５
次
の
総
合
計
画

を
策
定
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
総
合
計
画
の
策
定
と

地
方
版
総
合
戦
略
、
い
わ
ゆ

る
鞍
手
町
版
の
総
合
戦
略
と

い
う
の
も
策
定
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

総
合
計
画
の
中
に
総
合
戦

略
を
網
羅
し
た
よ
う
な
形
で

作
成
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。　

総
合
戦
略
を
策
定

す
る
中
で
、
国
が
示

主
な
質
疑

政
策
推
進
課
長

■附属機関設置条例の改正

政
策
推
進
課
長

政
策
推
進
課
長

対
象
年
齢
拡
大

■
乳
幼
児
医
療
費
の
支
給
に
関
す
る
条
例
を
改
正

10 月 1 日より

無料化

通院　小学６年生まで

入院　中学３年生まで

▼
全
員
賛
成
で
可
決

▶全員賛成で可決

問問

問

問
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総
合
戦
略
調
査
・
分

析
業
務
委
託
料
と
は
。

　

総
合
戦 

略
の
調
査 

分
析
で
す
が
、
主
に
は
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
す
る
段
階

で
の
調
査
委
託
料
に
な
り
ま

す
。
国
政
調
査
の
デ
ー
タ
か

ら
町
外
へ
の
流
出
人
口
、
そ

れ
か
ら
ど
こ
の
市
町
村
に
流

れ
て
い
っ
た
の
か
、
ま
た
、 

町
内
に
入
っ
て
来
て
い
た
だ 

い
て
い
る
住
民
の
方
が
、
ど

こ
か
ら
入
っ
て
来
ら
れ
た
の

か
、
ま
た
ど
う
い
う
職
業
の

方
が
入
っ
て
来
ら
れ
た
の
か

い
ろ
い
ろ
な
分
析
に
つ
い
て 

は
国
が
膨
大
な
デ
ー
タ
を
提 

供
し
て
、
そ
れ
を
基
に
各
自 

治
体
で
そ
れ
ぞ
れ
今
後
の
将 

主
な
質
疑

来
人
口
を
推
計
す
る
こ
と
に 

な
っ
て
い
ま
す
。 

　

具
体
的
に
こ
の
業
務
委
託

先
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
い
ろ

い
ろ
専
門
と
す
る
業
者
か
ら

問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
当
然

選
考
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

ト
ラ
イ
ア
ル
ワ
ー

キ
ン
グ
ス
テ
イ
事
業
、

空
き
家
バ
ン
ク
シ
ス
テ
ム
の

委
託
料
、
移
住
・
定
住
イ
ベ

ン
ト
と
は
。

　

ト
ラ
イ

ア
ル
ワ
ー

キ
ン
グ
ス
テ
イ
事
業
は
、
町

へ
の
お
試
し
居
住
を
し
て
い

た
だ
く
と
い
う
事
業
で
す
。

　

こ
れ
は
県
と
県
内
８
市
町

村
で
協
議
会
を
作
り
一
緒
に

や
っ
て
い
き
ま
す
。

　

東
京
圏
の
大
都
市
か
ら
町

の
方
に
３
ヵ
月
間
お
試
し
で

住
ん
で
い
た
だ
き
、
町
で
の

仕
事
の
体
験
レ
ポ
ー
ト
や
町

に
関
す
る
情
報
発
信
を
ブ
ロ

グ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
発
信
し
て

い
た
だ
く
と
い
う
事
業
に
な

っ
て
い
ま
す
。

定
住
促
進
等
の
費
用
を
計
上

地
域
振
興
課
長

町
の
将
来
人
口
調
査
費
や

地
域
振
興
課
長

　

空
き
家
バ
ン
ク
シ
ス
テ
ム

の
委
託
は
、
平
成
27
年
度
中

に
空
き
家
の
実
態
調
査
と
し

て
予
算
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

定
住
イ
ベ
ン
ト
は
、
町
に

定
住
促
進
の
Ｐ
Ｒ
を
す
る
た

め
の
事
業
費
と
し
て
計
上
し

て
い
ま
す
。

▶住みよい町を目指して

問

問

プレミアム率を

発行総額は2億 6,400 万円
ム
券
を
７
千
万
円
、
合
計
の

２
億
２
千
万
円
分
販
売
す
る

こ
と
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

プ
レ
ミ
ア
ム
率
は
20
％
を

予
定
し
て
、
発
行
総
額
は
２

億
６
４
０
０
万
円
と
な
り
ま

す
。　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
販
売
の
周
知
は
。

　
発
行
時

期
は
、
商

工
会
と
協
議
中
で
、
５
月
中

旬
頃
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

事
前
周
知
が
行
え
る
よ
う

に
、
４
月
の
遅
く
と
も
１
ヵ

月
前
ぐ
ら
い
に
は
ポ
ス
タ
ー

広
報
紙
、
チ
ラ
シ
等
で
周
知

を
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
発
行
場
所
も

前
回
追
加
分
が
商
工
会
で
ご

迷
惑
を
か
け
た
と
思
い
ま
す

が
、
基
本
的
に
は
駐
車
場
の

あ
る
く
ら
じ
の
里
と
か
、
そ

う
い
っ
た
場
所
で
追
加
発
行

も
行
え
る
よ
う
に
商
工
会
と

十
分
協
議
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
振
興
課
長

10％から 20％へ
　

地
域
経
済
活
性
化

支
援
事
業
費
の
中
身

は
。

　

こ
れ
は

プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
の
発
行
で
す
。

　

今
回
交
付
の
内
示
が
地
域

住
民
生
活
等
の
緊
急
支
援
の

た
め
の
交
付
金
、
こ
れ
を
活

用
し
て
、
平
成
27
年
度
に
一

般
商
品
券
を
２
回
に
分
け
て

１
億
５
千
万
円
。
リ
フ
ォ
ー

地
域
振
興
課
長

問

問
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▶特産品として販売「鞍手ぶどう」

まちおこしや
特産品販売促進の予算を計上

　

町
お
こ
し
事
業
委

託
料
５
０
０
万
の
中

身
は
。

　

具
体
的

に
は
、
町

の
特
産
品
で
あ
る
鞍
手
ぶ
ど

う
の
知
名
度
を
上
げ
、
よ
り

親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
に
、

今
ま
で
に
な
か
っ
た
ぶ
ど
う

狩
り
が
で
き
る
よ
う
な
観

光
農
園
の
試
験
的
開
設
や
ぶ

ど
う
や
た
ま
ご
等
を
使
っ
た

農
産
物
の
開
発
、
特
産
品
作

り
に
取
り
組
む
た
め
、
他
の

自
治
体
で
も
実
績
の
あ
る
専

門
業
者
に
委
託
す
る
事
業
で

す
。　

特
産
品
宣
伝
広
告
委

託
料
１
０
０
万
円
の
中

身
は
。　

　

特
産
品

宣
伝
広
告

委
託
料
に
つ
い
て
は
、
町
出

主
な
質
疑

身
の
お
笑
い
芸
人
に
よ
り
、

関
東
周
辺
に
鞍
手
町
を
含
め

た
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て

も
ら
う
た
め
に
、
よ
し
も
と

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
エ
ー
ジ
ェ

ン
シ
ー
と
委
託
契
約
を
結

び
、
観
光
大
使
等
に
任
命
し

て
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
特
産
品

を
中
心
と
し
た
町
を
Ｐ
Ｒ
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

年
間
を
通
じ
て
１
０
０
万

円
ほ
ど
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

特
産
品
販
路
開
拓

事
業
７
２
１
万
円
の

内
訳
は
。

　

ぶ
ど
う

狩
り
が
で

き
る
観
光
農
園
事
業
や
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
販
路
開

拓
、
試
験
販
売
費
用
。

　

九
州
自
動
車
道
サ
ー
ビ
ス

エ
リ
ア
内
で
特
産
品
の
販
売

や
、
ぶ
ど
う
等
を
活
用
し
た

特
産
品
の
開
発
事
業
を
農
業

協
同
組
合
と
一
緒
に
行
う
た

め
補
助
金
と
し
て
予
算
計
上

し
て
い
ま
す
。

地
域
振
興
課
長

問問地
域
振
興
課
長

問地
域
振
興
課
長
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施
設
を
学
校
法
人
へ
貸
与

浮
洲
公
園
の
野
球
場

　

浮
州
公
園
野
球
場

の
貸
与
申
請
が
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
条
例

の
浮
州
公
園
の
施
設
の
項
を

削
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
貸

与
申
請
は
ど
こ
か
ら
あ
っ
た

の
か
、
そ
し
て
１
年
間
独
占

的
に
使
う
の
か
、
そ
の
利
用

料
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

　

折
尾
愛
真

高
等
学
校
か

ら
の
申
し
出
が
あ
っ
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
本
年
４

月
よ
り
女
子
の
硬
式
野
球
部

が
創
設
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

で
、
利
用
に
つ
い
て
申
し
出

が
あ
っ
て
い
ま
す
。

主
な
質
疑

教
育
課
長

▼
全
員
賛
成
で
可
決

■
体
育
施
設
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
改
正

　

こ
の
施
設
の
過
去
の
利
用

件
数
と
使
用
料
は
、
平
成

24
年
度
で
累
計
で
１
４
０

件
、
19
万
３
２
０
０
円
、
平

成
25
年
度
が
１
１
３
件
、

15
万
９
６
０
０
円
で
す
。

　

使
用
料
は
、

固
有
財
産
に

な
り
ま
す
の
で
固
定
資
産
税

相
当
額
と
し
て
、
年
間
約

30
万
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

契
約
は
し
ま
す
け
れ
ど
、

当
然
学
校
の
部
活
で
使
い

ま
す
の
で
平
日
の
昼
間
に
、

ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
、
散
歩
を
さ

れ
た
り
す
る
方
が
い
ま
す
の

で
、
そ
う
い
う
方
は
今
ま
で

通
り
使
っ
て
い
た
だ
き
、
高

校
が
部
活
で
使
う
時
間
帯
に

な
り
ま
し
た
ら
折
尾
愛
真
高

校
が
使
用
し
ま
す
。

総
務
課
長

　

町
内
の
利
用
者
が

部
活
の
時
間
帯
、
特

に
土
日
、
祝
日
が
使
え
な
く

な
り
、
い
ろ
い
ろ
な
大
会
も

あ
っ
て
い
た
の
で
は
と
思
う

が
、
そ
の
影
響
を
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。　

今
後
は
、
町

立
野
球
場
を

利
用
し
て
い
た
だ
い
た
り
、

近
く
に
は
豊
翔
館
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
も
利
用
で
き
ま
す
の

で
、
そ
ち
ら
の
方
も
ご
案
内

を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。 教

育
課
長

▶貸与される浮洲公園野球場施設

問

問
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■
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
を
選
任

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
許
斐
善
憲
氏
及

び
添
田
東
輝
氏
の
任
期
が
３
月
15
日
で
満
了
す

る
た
め
、
そ
の
後
任
と
し
て
土
橋
幸
夫
氏
及
び

黒
瀬
博
樹
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し

た
。 ■

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
同
意

　

人
権
擁
護
委
員　

筒
井
通
仁
氏
の
任
期
が
平

成
27
年
６
月
30
日
で
満
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、

同
氏
を
再
任
候
補
者
と
し
て
推
薦
す
る
こ
と
に

同
意
し
ま
し
た
。

土
つちはし

橋　幸
ゆ き お

夫氏 (62 歳 )
（２期目）現住所

平成 27 年 7 月 1 日から
平成30年6月30日まで

筒
つ つ い

井　通
みちひと

仁氏 (65 歳 )黒
く ろ せ

瀬　博
ひ ろ き

樹氏 (72 歳 )

任　期
平成27年3月16日から
平成30年3月15日まで

任　期

現住所

任　期

現住所

3 丁目 2 － 1 － 705
北九州市小倉北区熊本 中山 3063 番地 187

平成27年3月16日から
平成30年3月15日まで

古門 747 番地 1

○
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
変
更

○
議
会
の
議
決
事
件
に
関
す
る
条
例

○
教
育
長
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
及
び

　
職
務
専
念
義
務
の
特
例
に
関
す
る
条

　
例

○
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
に
関

　
す
る
利
用
者
負
担
額
を
定
め
る
条
例

○
表
彰
条
例
の
改
正

○
課
室
設
置
条
例
の
改
正

○
行
政
手
続
条
例
の
改
正

○
職
員
定
数
条
例
の
改
正

○
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の

　
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

　
の
改
正

○
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

　
例
の
改
正

○
一
般
職
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る

　
条
例
の
改
正

○
特
別
職
職
員
退
職
手
当
支
給
条
例
の

　
改
正

○
特
別
職
職
員
退
職
手
当
支
給
条
例
等

　
の
特
例
を
定
め
る
条
例
の
改
正

○
職
員
退
職
手
当
支
給
条
例
の
改
正

○
職
員
退
職
手
当
基
金
条
例
の
改
正

○
土
地
開
発
基
金
条
例
の
改
正

○
重
度
障
害
者
医
療
費
の
改
正

○
平
成
27
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
特

　
別
会
計
予
算

○
平
成
27
年
度
住
宅
新
築
資
金
等
特
別

　
会
計
予
算

（
賛
成
10
・
反
対
１
で
可
決
）

○
営
住
宅
管
理
条
例
の
改
正

○
改
良
住
宅
設
置
及
び
管
理
条
例
の
改
正

○
保
育
所
設
置
条
例
の
改
正

○
都
市
計
画
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担

　
に
関
す
る
条
例
の
改
正

○
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の

　
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

　
の
特
例
を
定
め
る
条
例
の
廃
止

○
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

　
例
等
の
特
例
を
定
め
る
条
例
の
廃
止

○
特
別
職
の
職
員
等
の
期
末
手
当
の
特

　
例
に
関
す
る
条
例
の
廃
止

○
一
般
職
職
員
等
の
給
与
の
特
例
に
関

　
す
る
条
例
の
廃
止

○
平
成
26
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
特

　
別
会
計
補
正
予
算

○
平
成
26
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

　
会
計
補
正
予
算

○
平
成
26
年
度
流
域
関
連
公
共
下
水
道

　
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

○
平
成
26
年
度
か
ん
が
い
施
設
維
持
管

　
理
運
営
費
特
別
会
計
補
正
予
算

○
平
成
26
年
度
泉
水
団
地
改
良
住
宅
移

　
設
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

○
平
成
27
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

　
会
計
予
算

○
平
成
27
年
度
流
域
関
連
公
共
下
水
道

　
事
業
特
別
会
計
予
算

○
平
成
27
年
度
か
ん
が
い
施
設
維
持
管

　
理
運
営
費
特
別
会
計
予
算

○
平
成
27
年
度
谷
山
池
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

　
水
利
施
設
維
持
管
理
運
営
費
特
別
会

　
計
予
算

○
平
成
27
年
度
泉
水
団
地
改
良
住
宅
移

　
設
事
業
特
別
会
計
予
算

○
平
成
27
年
度
地
方
独
立
行
政
法
人

　
く
ら
て
病
院
貸
付
金
特
別
会
計
予
算

○
平
成
27
年
度
水
道
事
業
会
計
予
算

○
町
道
路
線
の
認
定

○
町
営
葬
斎
場
の
指
定
管
理
者
の
指
定

○
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
の
指
定

○
財
産
の
取
得
（
追
認
）

○
財
産
の
取
得
（
追
認
）

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

そ
の
他
の
議
案
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1．須山　由紀生　議員・・・・・・・・・・・12　

・ＲＤＦ方式によるゴミ処理について
・北九鞍手夢大橋につながる仮設道路について

2．宇田川　亮　議員・・・・・・・・・・・・13

・中学校卒業まで医療費の無料化を
・高すぎるゴミ袋料金の引き下げを

２人が一般質問

　一般質問とは、町長から提出された議案以外に、
行政に対する疑問点について質問することです。

知
り
た
い
こ
と

望
む
こ
と



一般質問

平成27年 4月 30日発行　鞍手町議会だより　No.106 ⑫

け
ら
れ
な
い
の
で
、
点
滅
信

号
で
対
応
で
き
な
い
か
、
公

安
委
員
会
の
方
に
打
診
を
し

て
い
ま
す
。

　

又
、
中
央
分
離
帯
に
ソ
ー

ラ
ー
式
自
発
光
装
置
の
設
置

も
検
討
中
で
す
。

　

仮
設
道
路
の
形
状

は
今
の
ま
ま
か
、
又
、

設
置
期
間
は
い
つ
ま
で
か
。

▶橋につながる仮設道路

　

本
来
平
成
27

年
度
か
ら
値
下

げ
し
た
か
っ
た
の
で
す
が
、

１
市
２
町
で
総
意
が
取
れ
な

か
っ
た
の
が
現
状
で
す
。

　

し
か
し
、
平
成
29
年
度
で

起
債
の
償
還
が
終
了
し
、
30

年
度
か
ら
は
組
合
に
対
す
る

負
担
金
が
大
幅
に
減
り
ま
す

の
で
、
お
そ
ら
く
私
の
考
え

で
は
、
平
成
28
年
の
６
月
議

会
、
若
し
く
は
９
月
議
会
の

段
階
で
値
下
げ
の
発
表
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
、
協

議
を
推
し
進
め
て
い
ま
す
。

　

北
九
鞍
手
夢
大
橋

に
つ
な
が
る
仮
設
道

路
で
、
か
な
り
の
接
触
事
故

が
起
き
て
い
ま
す
。
今
後
大

き
な
事
故
が
起
き
る
前
に
何

ら
か
の
対
策
が
必
要
で
は
な

い
か
。

　

橋
か
ら
進
入

路
ま
で
の
距
離

が
短
く
、
正
式
な
信
号
が
付

須山 由紀生 議員

　

Ｒ
Ｄ
Ｆ
方
式
と
は

生
ゴ
ミ
や
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ゴ
ミ
な
ど
を
圧
縮

し
、
ペ
レ
ッ
ト
状
の
固
形
燃

料
に
し
た
も
の
を
、
大
牟
田

リ
サ
イ
ク
ル
発
電
所
で
燃
料

と
し
て
燃
や
し
て
発
電
を

し
、
九
電
に
売
電
を
す
る
仕

組
み
で
す
。

　

こ
の
発
電
事
業
が
平
成
34

年
度
で
満
了
を
迎
え
ま
す

が
、
平
成
35
年
度
以
降
の
可

燃
物
処
理
方
法
に
つ
い
て
の

そ
の
後
の
検
討
状
況
は
。

　
「
平
成
35
年
問

題
」
に
つ
い
て

は
、
宮
若
・
小
竹
・
鞍
手
の

首
長
で
話
し
合
い
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
中
に
お
い
て
、
宮
若

の
Ｒ
Ｄ
Ｆ
の
施
設
を
34
年
度

ま
で
に
止
め
る
に
は
時
間
が

無
い
と
い
う
こ
と
で
、
少
し

延
長
を
す
る
方
向
で
検
討
を

し
て
い
ま
す
。

　
「
自
区
内
処
理
」
の

原
則
を
壊
さ
な
い
、
よ

い
ゴ
ミ
処
理
の
方
法
は
、
又

ゴ
ミ
焼
却
施
設
建
設
の
計
画

は
。

　

一
般
廃
棄
物

の
処
理
は
市
町

村
の
行
政
区
域
内
で
完
結
を

す
る
と
い
う
こ
と
が
謳う
た

わ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
鞍
手
町
の

独
自
案
と
し
て
、
今
か
ら
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

鞍
手
町
の
ゴ
ミ
袋

の
代
金
は
近
隣
の
自

治
体
と
比
べ
て
か
な
り
高
い

設
定
に
な
っ
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。

　

で
き
れ
ば
近
隣
の
自
治
体

と
同
じ
く
ら
い
に
値
下
げ
が

で
き
な
い
か
。

町 

長

北
九
鞍
手
夢
大
橋
に
つ
な

が
る
仮
設
道
路
に
つ
い
て

町 

長

　

形
状
は
今
の

ま
ま
で
す
。

　

設
置
期
間
は
、
地
権
者
の

方
の
同
意
を
得
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
の
で
、
何
時
ま
で
と
い

う
話
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

も
う
１
点
は
、
私
は
本
意

で
は
な
い
の
で
す
が
、
県
道

の
認
定
を
取
り
、
最
終
的
に

は
強
制
執
行
の
話
も
平
行
し

て
県
は
進
め
て
い
ま
す
。

町 

長

町長「１市２町の共同経営もしくは鞍手町の独自経営の両立てで検討しています。」

町 

長

町 

長

ＲＤＦ方式によるゴミ処理
の、その後の検討状況は？問

問

問問

問

問
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私
が
取
り
組
ん
だ

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

結
果
、
ゴ
ミ
袋
料
金
の
引
き

下
げ
が
最
も
多
い
要
望
の
一

つ
で
し
た
。
北
九
州
市
で
１

枚
50
円
、
直
方
市
で
も
約
65

円
で
す
。

　

く
ら
じ
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
建
設
に
か
か
っ
た
費
用

の
返
済
は
何
年
度
ま
で
な
の

か
。

　

返
済
に

つ
い
て
は

平
成
27
年
度
が
６
４
９
７
万

円
、
平
成
28
年
度
が
５
２
０

５
万
円
、
平
成
29
年
度
が
３

９
１
６
万
円
で
、
平
成
30
年

以
降
は
０
円
で
す
。
ま
た
、

大
牟
田
発
電
所
の
償
還
も
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
約
６
５

０
万
円
の
負
担
金
が
減
り
ま

す
。
合
わ
せ
て
、
平
成
27
年

度
と
比
べ
れ
ば
７
千
万
円
程

の
負
担
金
が
減
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
か
ら

は
、
鞍
手
町
だ
け
で

約
７
千
万
円
の
負
担
が
減
る

と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
こ

の
財
源
を
使
っ
て
ゴ
ミ
袋
料

金
の
引
き
下
げ
が
で
き
る
の

で
は
。

　

当
然
の
こ
と

な
が
ら
起
債
が

減
っ
て
負
担
金
が
減
れ
ば
、

町
民
の
皆
さ
ん
方
に
は
大
幅

な
還
元
を
目
指
し
て
検
討
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

高
す
ぎ
る
ゴ
ミ
袋
料
金
の

引
き
下
げ
を

　

一
部
の
新
聞

報
道
に
あ
り
ま

し
た
が
、
県
に
確
認
を
と
り

ま
す
と
、
検
討
段
階
に
入
っ

た
だ
け
と
い
う
状
況
で
し

た
。　

県
が
小
学
校
６
年

生
ま
で
拡
大
す
れ
ば
、

町
が
予
定
し
て
い
る
負
担
額

が
半
分
に
減
り
ま
す
。
そ
の

財
源
を
使
っ
て
、
中
学
校
卒

業
ま
で
医
療
費
無
料
化
を
拡

大
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
。

　

県
が
、
正
式

に
表
明
し
、
実

施
に
な
れ
ば
、
そ
の
時
点
で

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
町 

長

▶くらじクリーンセンター（宮若市本城）

農
政
環
境
課
長

宇田川　亮 議員

　
町 

長

小
学
校
６
年
生
ま
で
で

３
２
９
０
万
円
、
中
学
校
卒

業
ま
で
の
入
院
も
含
め
る

と
３
６
４
０
万
円
と
な
り
ま

す
。　

福
岡
県
が
平
成
28

年
度
か
ら
入
院
、
通
院

と
も
に
小
学
校
６
年
生
ま
で

に
医
療
費
の
無
料
化
を
拡
大

す
る
と
表
明
し
て
い
る
が
。

町
長
「
県
が
小
学
校
６
年
生
ま
で
無
料

化
に
す
れ
ば
検
討
し
た
い
。」

　
町 

長

問
中
学
校
卒
業
ま
で
医
療
費
の

無
料
化
を

　

今
議
会
で
、
医
療

費
無
料
化
を
通
院
が

小
学
校
６
年
生
ま
で
、
入
院

が
中
学
校
卒
業
ま
で
に
拡
充

す
る
議
案
が
提
案
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
に
か
か
る
町
の

負
担
は
。

　

今
回
拡

大
し
た
こ

と
に
よ
る
町
の
負
担
額
は
、

保
険
健
康
課
長

問

問

問

問

問
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木
々
の
芽
も
膨
ら
み
、
春
ら
し

く
な
り
ま
し
た
。

　
鞍
手
南
・
北
中
学
校
が
閉
校
し
、

鞍
手
中
学
校
が
開
校
し
ま
し
た
。

勉
強
に
ス
ポ
―
ツ
に
頑
張
っ
て
新

た
な
伝
統
を
築
い
て
い
っ
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
６
人
の
編
集
委
員
と
し

て
の
「
議
会
だ
よ
り
」
は
、
今
回

が
最
後
の
号
と
な
り
ま
す
。

　
読
み
や
す
く
、
解
り
や
す
く
皆

さ
ま
に
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

努
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
反

省
す
る
こ
と
ば
か
り
で
す
。
ご
愛

読
の
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　
４
年
間
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。（ 

熊
井　
照
明 

）

■
編 

集 

後 

記

く
ら
て
議
会
だ
よ
り

第
106
号
●
発
行
／
福
岡
県
鞍
手
町
議
会　

 

●
編
集
／
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会　
〒
８
０
７-

１
３
９
２  

福
岡
県
鞍
手
郡
鞍
手
町
大
字
中
山 

３
７
０
５　
☎ 
０
９
４
９
（
４
２
）
２
１
１
１　

  

●
印
刷
所
／
社
会
福
祉
法
人  

福
岡
コ
ロ
ニ
ー

　　 議会はだれでも一般質問・議案質疑を傍聴できます。受付は、当日に議会事務局でおこないます。
　また一般質問を傍聴する方の希望に応じ、手話通訳者を派遣しています（無料）。これには事前予約が必要です。
　　　　　　　　　　　　　■問い合わせ　議会事務局　☎ 42 局 2111 番（内線 331）

議会を傍聴しませんか （次回は、６月議会です。）

発
行
責
任
者

議
会
議
長  　
川　
野　
高　
實

編
集
ス
タ
ッ
フ

委 

員 

長  　
岡　
﨑　
邦　
博

副
委
員
長  　
宇
田
川　
　
　
亮

委　
　
員  　
田　
中　
二
三
輝

委　
　
員  　
熊　
井　
照　
明

委　
　
員  　
須　
藤　
敏　
夫

委　
　
員  　
須　
山　
由
紀
生

永年議員在職功労に対し、
表彰状が贈られました。

ー全国議長会及び県議長会から 15 年表彰ー
左から
岡﨑　邦博　議員

武谷　保正　議員

星　　正彦　議員

平成 11 年 4 月 30 日から
平成 27 年 2 月 5 日現在（4 期目）

平成 11 年 4 月 30 日から
平成 27 年 2 月 5 日現在（4 期目）
昭和 62 年 4 月 30 日から
平成 27 年 2 月 5 日現在（4 期目）

　　鞍手中学校が 4 月 9 日に開校しました。
　近隣自治体でも類を見ない、立派な校舎、
施設が整い、中学生の皆さんは新しい学校
生活がスタートしました。
　旧南中学校、旧北中学校の伝統を受け継
ぎ、さらなる飛躍が望まれます。
　歴史ある校風を引き継いで、素晴らしい
学校を築いていただきたいと思います。

表紙の紹介 鞍手中学校

▼
校
舎
前

▼
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

▼
体
育
館
前


